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研究成果の概要（和文）：　小売・卸企業が企画・販売するPB（プライベートブランド）は、食品・日用品を中
心に世界的に急成長し、メーカーのNB（ナショナルブランド）を脅かしている。ただこのPBのシェアもヨーロッ
パが最も高く、次いでアメリカ、アジア・アフリカは最も低い。
　その原因を探るため、安心と豊かさを求める消費者のブランドおよびチャネル・小売店舗選択、NB及びPBに関
する顧客ロイヤルティ構造に関する国際比較分析を行った。その結果、PBロイヤルティの形成において企業・製
品・店舗のイメージが相関している、ブランドとの同一化はコミュニティ同一化と関連している、地元密着とい
う企業イメージが重要であることなどが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：  Recently,　Private Brand　(PB) products which are developed and provided 
by retailer not by manufacturer (National Brand: NB), have been growing in the world. But PB growth 
has a variety. PB share is higher in Europe than in America and Asia. The aim of this research is 
investigation of the reason why PB share is different in these three areas.
 So I researched consumer buying behavior and PB/NB loyalty structures in UK, US, and Japan from the
 viewpoint of safety and wealth, Cross-Culture, channel structure, retail store, and company image. 
Research gave some new findings; (1) There is a relation among product, store, and company, (2) 
Brand community is necessary for the building brand loyalty, (3) local-oriented products or services
 are strong point of PB.

研究分野： マーケティング・マネジメント

キーワード： PB　NB　食の安心と豊かさ　ブランド戦略　コミュニティ　日英米比較　小売店舗　コミュニケーショ
ン
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１．研究開始当初の背景 
 2011 年の東日本大震災後、食品の安全・安
心に対する消費者・生活者の関心が高まり、
日本型食文化の再評価や地域コミュニティ
との共生、農商工連携や地産地消への取り組
みが進んできた。他方、少子高齢化や女性の
社会進出が一層進展するなかで、新しい「食
事文化」、食生活・食購買行動も生まれてき
た。 
 このような食文化や食スタイルの変化は、
消費様式やブランド態度、また購買行動や小
売店舗選択にも影響を与えた。そうしたなか
で小売商業は、自らの店舗を“地域のインフ
ラ”、“コミュニティの中核”と位置づけ、品
揃えやサービスを通じてコミュニティの復
興や再生に貢献すると同時に、とりわけ生鮮
食品や冷凍・冷蔵調理済み食品分野における
プライベート・ブランド（PB）の開発を軸に
従来のナショナル・ブランド（NB）に不満
を持つ消費者の嗜好やマインド、購買行動に
おける変化への対応を大きく進めてきた。 
まさに NB-PB、PB-PB、NB-NB のマル

チ・コンペティション時代が到来しつつある。
これを受けて流通企業はもちろんのこと、メ
ーカーも従来のブランド戦略の見直しやブ
ランド・ポートフォリオの再構築を進めるこ
とが現在、喫緊の課題として求められている 
 
 
２．研究の目的 

 
図 1．消費者のブランド・店舗選択包括モ

デル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
本研究は、近年における新しい食スタイル

と食購買行動に応える小売業の中核的な戦
略の１つであるプライベート・ブランド（PB）
に焦点を当てながら、日英米 3 カ国の消費
者・生活者のブランド・小売店舗選択の共分
散構造分析、ニューラルネットワーク分析、
動的ベイズ解析などを通じて、食品分野の
PB とメーカーのナショナル・ブランド（NB）
をめぐる動態と展望、小売業と食品メーカー
との関係構造のダイナミズムを解明するこ
とを目的とする（図 1 参照）。 

 
 

３．研究の方法 
 平成 26 年度は、食の安全・安心意識、食
リスク・コミュニケーションと PB/NB シェ
ア、小売店舗選択行動などに関する先行研究
のレビュー、日英米の小売企業や食品メーカ
ーなどの視察や研究協力者へのインタビュ
ーを通じて「安心と豊かさを実現する食品
NB/PB 戦略」の理論モデルを構築し、まずわ
が国での消費者調査を行う。 
平成 27 年度は、日本調査の応用解析を進

めるとともに、英米両国でも消費者調査を実
施し、その基礎解析を行う。 
平成 28 年度は、一連の消費者調査結果を

スクリーニングした後、食品 PB/NB の選択
行動を軸に調査データの解析作業を多段階
的に実施する。そして解析結果を理論モデル
と照合しながら、国・地域別の消費者購買行
動、とくにブランド・店舗選択に対する共通
性や差異性をはじめとする関連項目、メーカ
ーや小売業の「適応」行動に関する因果構造
の国際比較を行う（図 2 参照）。 
 
図 2．リスク認知・受容とブランド・店舗選
択のモデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
４．研究成果 
 最終年度である平成 28 年度は、過年度に
実施した理論研究と消費者調査結果をふま
えて、食品 PB/NB の選択行動を軸に解析作
業を整理した。その結果、国・地域別の消費
者購買行動、とくにブランド・店舗選択に対
する共通性や差異性をはじめとする関連事
実、それとメーカーや小売業の「適応」行動
との因果構造に関する理解を得た。具体的に
は安心と豊かさを求める消費者のブランド
およびチャネル・小売店舗選択、NB 及び PB
に関する顧客ロイヤルティ構造、メーカー間、
小売業者間、および両者間の競争・協調関係
などに関する国際比較分析の実証結果を整
理・集約した。 
 なかでも、平成 26 年度に行った日本での
消費者調査では、PB と小売ブランド・コミ
ュニティを取り上げ、①PB ロイヤルティ構
造は企業・製品・店舗のイメージが互いに相
関し合っている、②企業・製品・店舗のイメ
ージは、ブランドとの同一化に正の影響を与
える、③ブランドとの同一化はコミュニティ
同一化に正の影響を与える、④コミュニティ



同一はロイヤルティに正の影響を与える、と
いった事実を明らかにした。『プライベート
ブランド最新動向 2015』と題するレポート
では、わが国の進化･成長する PB の現状や浸
透状況を 5万人の消費者購買データを駆使し
て解明した。 
 平成 27 年度の日英比較調査からは、①日
英両国において企業・製品・店舗イメージが
互いに相関をもつ、②日英両国において、企
業・製品・店舗イメージは PB ロイヤルティ
に正の影響を与える、③英国と比べ日本では
「地元に密着した会社である」ということが
企業イメージに対し、高い正の影響を与える、
などの解析結果を導くことができた。 
 以上、日英米 3ヵ国の業界特性、製品特性、
流通システム特性、さらに歴史、経済、文化、
社会などに関する考察を通じて、当初設定し
た理論枠組みや仮説の検証、修正も行い、新
しい理論的・実践的な知見を得た。 
最後にグローバル競争下におけるNＢとＰ

Ｂをめぐる競争・提携の構造をまとめておき
たい。PB 受託メーカーが充実・多様化する
とともに、グローバルブランドとしての
NB・PB ミックスによる覇権争奪戦が必至に
なるなかで、メーカーと小売業・卸売業の競
争・提携もさらに複雑化してきていることが
明らかになった（図 3 参照）。 
 
図 3．グローバル競争下における NＢとＰＢ

をめぐる競争・提携の構造 
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